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市政に対するご意見を
お寄せください

日本共産党京都市会議員団

9/27～10/31

No.404
9 月定例市会

日本共産党京都市会議員団は、
次の見解を発表しました。

市政トピックス ･････････････2

本会議代表質問 ･･･････････8

閉会本会議討論 ･････････ 14

9 月定例市会を終えて ･･･ 18

15人の議員から一言 ････ 20

　
福
井
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
す
べ
き
と
い
う
質
問

に
市
長
は
、「
国
に
お
い
て
判
断
。
見
解
は
差
し
控

え
る
」。
国
民
健
康
保
険
料
を
下
げ
る
べ
き
と
の
問

い
に
は
、
副
市
長
は
、「
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
」

と
答
弁
。
市
民
の
く
ら
し
と
営
業
の
危
機
に
、
現
市

政
は
後
ろ
向
き
で
す
。

　
一
方
で
、
市
民
の
切
実
な
願
い
や
運
動
と
の
連
携

で
、「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
小
学
校
卒
業

ま
で
拡
充
」「
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
研
究
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
も
一
歩
前
進
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
議

員
の
代
表
質
問
の
項
目
が
傍
聴
者
に
配
布
さ
れ
、
二

日
間
に
わ
た
る
決
算
特
別
委
員
会
の
市
長
総
括
質
疑

で
は
、
市
民
の
直
接
傍
聴
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
京
都
市
長
選
挙
ま
で
二
カ
月
余
と
迫
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
五
日
に
は
、
市
長
選
挙
前
最
後
の
十
一

月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
市
政
刷
新

を
め
ざ
し
、
市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
市
政
へ
、

論
戦
の
質
を
高
め
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

市
政
刷
新
め
ざ
し
、

市
民
の
命
と
く
ら
し
守
る
市
政
へ

「原発NO ! 京都府民大集会」に参加（ 9月10日）

「市政刷新へ 予算要求懇談会」を開催（11月 2 日）
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国
の
原
子
力
安
全
委
員
会
が

原
発
事
故
に
備
え
た
防
災
対
策

を
義
務
づ
け
る
地
域
を
三
〇
㎞

圏
に
拡
大
す
る
方
針
を
示
し
、

京
都
市
も
新
た
な
対
象
に
な
り

ま
し
た
。
地
域
防
災
計
画
の
抜

本
的
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
一
〇
月
四
日
の
代
表
質
問
で
、
党
議
員
団
は
新
た
な

「
安
全
神
話
」
を
ふ
り
ま
く
市
長
の
記
者
会
見
や
防
災

対
策
総
点
検
委
員
会
「
中
間
報
告
」
の
認
識
の
撤
回
を

求
め
ま
し
た
が
、
市
長
は
自
ら
の
言
葉
で
答
え
ず
、
無

責
任
な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
一
〇
月
二
〇
日
、
二
一
日
の
市
長
総
括
質
疑
で
は
、

「
脱
原
発
」
の
表
明
を
求
め
た
党
議
員
の
追
及
に
対

　
党
議
員
団
は
、
市
が
行
っ
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
可
能
量
調
査
の
結
果
な
ど

も
示
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
本
格
的
に
す
す
め
る
べ
き
だ
と
追
及
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
が
取
り
組
む
太
陽
光
共
同
発
電
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、
具
体
的
な
提

案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
な
導
入
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
は
、「
脱
原
発
」
の
立
場
を
明
確
に
し
て
こ
そ
で
き
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、
遅

れ
て
い
る
橋
梁
・
住
宅
な
ど
の
耐
震
化
を
最
重
点
課

題
の
一
つ
と
し
て
す
す
め
る
よ
う
求
め
る
論
戦
を
行

い
ま
し
た
。

原
発
防
災
地
域
が
30
㎞
圏
に
拡
大

 

京
都
市
も
新
た
な
対
象
に

「
脱
原
発
」と
言
わ
ず

「
再
稼
働
」に

 

反
対
し
な
い

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

本
格
導
入
へ
具
体
的
に
提
案

橋
梁
・
住
宅
な
ど
の

耐
震
化
の
促
進
を

門
川
市
長

原発から撤退 災害に強いまちづくりを

京
都
市
も
新
た
な
対
象
に

し
、「
原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
が
大
事
」「
中
長
期
的
に
（
原

発
は
）
ゼ
ロ
に
な
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、（
ゼ
ロ
に
な
る
）
時
期
は
明
言
で
き
ず
、

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
「
脱
原
発
」
の
立
場
に
立
た
な
い
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
停
止
中
の
原
発
の
再
稼
働
」
に
つ
い
て
、「
国
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
も
の
。

意
見
を
言
う
立
場
に
は
な
い
」
と
し
て
、
再
稼
働
に
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

（10月20日付 「京都新聞」夕刊）

◦門川市長（記者会見、4 月20日）
「原子力発電による放射能の問題について、京都市域にはあまり大
きな影響はない」

◦防災対策総点検委員会「中間報告」（ 8 月29日）
「（原発事故がおこった場合、）緊急に避難すべき地域としては20㎞
を考えておけばいい」
「福島第１原発で起こったような複合災害が起こるリスクは少ない」
「琵琶湖方面へ放射性物質が飛散したとしても、水中で希釈される」

資料

木造戸建住宅 57.4％
防災活動拠点

（病院・学校・避難所等） 75.0％

要配慮者利用建築物（福祉施設等） 80.2％
市有建築物（市営住宅を除く） 91.4％
市営住宅 57.1％

耐震化の進ちょく状況
（耐震化率・2011年８月現在）
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高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
、

保
険
証
取
り
上
げ
・
差
し
押
さ
え
を
や
め
よ

民
間
保
育
園

「
プ
ー
ル
制
」改
悪
を
元
に
戻
せ

学
校
間
の
格
差
を
解
消
し
、

30
人
学
級
の
実
施
を

地
下
鉄
駅
ホ
ー
ム
に
転
落
防
止
柵
を
、

「
市
民
の
足
」を
守
れ

　
党
委
員
は
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
、
保
険
料
の
負
担
は
限
界
で
あ
り
引

き
下
げ
こ
そ
必
要
と
主
張
。
三
年
間
の

黒
字
分
は
計
四
〇
億
円
で
あ
り
、
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

こ
と
、
門
川
市
政
に
な
っ
て
か
ら
、
三

年
連
続
で
保
険
料
を
値
上
げ
し
、
資
格

証
明
書
発
行
は
過
去
最
高
、
財
産
差
し

押
さ
え
は
三
・
五
倍
に
急
増
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。
保
険
証
の
取
り
上
げ
を

や
め
、
い
の
ち
を
守
る
国
保
に
す
べ
き

と
追
及
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「（
国
保
料
は
）
引
き
下

げ
で
き
な
い
」
と
従
来
の
答
弁
を
繰
り

返
し
、
保
険
証
取
り
上
げ
や
差
し
押
さ

え
の
見
直
し
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　
党
委
員
は
、
民
間
保
育
園
「
プ
ー
ル

制
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
ポ
イ
ン

ト
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
現
場

に
影
響
が
出
て
い
る
と
指
摘
。
一
時
金

カ
ッ
ト
、
昇
給
見
送
り
、
給
与
頭
打
ち

が
起
き
て
い
る
実
態
を
示
す
と
、
副
市

長
は
「
初
め
て
聞
く
事
。
心
が
痛
む
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ポ
イ
ン

ト
制
を
や
め
元
に
戻
す
べ
き
と
の
主
張

に
は
、「
苦
情
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

税
金
を
効
率
的
に
使
う
」
と
見
直
し
を

拒
否
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
地
域
主
権
」
一
括
法
に
よ

っ
て
京
都
市
が
定
め
る
こ
と
に
な
る

配
置
基
準
と
面
積
基
準
に
つ
い
て
は
、

「
現
行
の
プ
ー
ル
制
基
準
を
基
本
と
す

る
。
面
積
の
緩
和
は
行
わ
な
い
」
と
の

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
党
委
員
は
、
日
本
一
高
い
市
バ
ス
・

地
下
鉄
の
初
乗
り
運
賃
は
値
上
げ
す
べ

き
で
は
な
い
と
主
張
。
健
全
化
計
画
で

は
地
下
鉄
の
値
上
げ
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
値
上
げ
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
充
実

で
「
市
民
の
足
」
を
守
り
、
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
が
健
全
化
に
つ
な
が
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
下
鉄
烏
丸
線
の
駅
に
転
落

防
止
柵
を
設
置
す
べ
き
と
主
張
。
Ｊ
Ｒ

北
新
地
駅
の
よ
う
に
、
車
両
の
改
善
を

伴
わ
な
い
形
で
ホ
ー
ム
柵
を
設
置
す
る

可
能
性
に
つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。
交

通
局
長
は
「
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
、

「
市
長
か
ら
も
検
討
せ
よ
と
指
示
が
あ

る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
雲
个
畑
、
久
多
な
ど
の
民

間
バ
ス
が
撤
退
す
る
地
域
、
西
賀
茂
な

ど
の
バ
ス
の
運
行
が
な
い
地
域
に
つ
い

て
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　
党
委
員
は
、「
特
別
教
室
が
足
り
な
い
」
な

ど
一
〇
〇
〇
人
を
超
す
マ
ン
モ
ス
校
が
あ
る
一

方
で
、
自
校
方
式
の
給
食
が
あ
り
、
専
任
の
図

書
館
司
書
が
い
る
中
学
校
が
あ
る
な
ど
、
学
校

間
に
教
育
条
件
の
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
。「
特
定
の
学
校
だ
け
条
件
を
よ
く
す
る

や
り
方
は
破
綻
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
学
校
の

教
育
条
件
整
備
に
こ
そ
力
を
注
ぐ
べ
き
」
と
追

及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
人
数
学
級
の
市
独
自

の
拡
充
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

「
保
育
所
配
置
基
準
は
現
行
の
プ
ー
ル
制
基
準
が
基
本
」と
表
明

決算特別委員会の局別質疑・市長総括質疑から

生徒数が1000人をこえる神川中のプレハブ校舎
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公
契
約
条
例
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

「
欠
陥
商
品
」の
焼
却
灰
溶
融
施
設
の

本
格
稼
働
を
中
止
せ
よ

市
民
が
利
用
し
や
す
い

京
都
会
館
再
整
備
を

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」を
表
明
し
、

地
域
経
済
と
く
ら
し
を
守
れ

　
党
委
員
は
、
市
が
発
注
す
る
工
事
で
地

元
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
は
か
り
、
労

働
者
の
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
、
地
域
経

済
活
性
化
を
は
か
る
た
め
の
公
契
約
条
例

の
制
定
を
迫
り
、
あ
わ
せ
て
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
、「
川

崎
市
で
施
行
さ
れ
、
札
幌
市
、
相
模
原
市

で
も
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
研
究
し

て
い
き
た
い
」
と
、
一
歩
前
向
き
の
答
弁

を
行
い
ま
し
た
。

　
党
委
員
は
、「
岡
崎
地
域
の
活
性
化
」

と
称
し
て
、
高
さ
規
制
や
に
ぎ
わ
い
施
設

の
規
制
を
緩
和
す
る
方
針
は
、
市
が
定
め

た
新
景
観
政
策
に
反
し
て
お
り
、
多
く
の

市
民
が
希
望
す
る
岡
崎
地
域
の
姿
と
は
違

う
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
会
館
の
再
整
備
計
画
で
、

「
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
」
な
ど
を
口
実
に

し
て
過
大
な
設
備
に
な
れ
ば
、
利
用
料
が

値
上
が
り
、
市
民
が
利
用
し
に
く
く
な
る

と
指
摘
。
ロ
ー
ム
と
の
命
名
権
契
約
は
、

市
民
の
た
め
の
公
共
ホ
ー
ル
と
し
て
整
備

さ
れ
て
き
た
京
都
会
館
の
原
点
を
失
い
か

ね
な
い
と
追
及
し
、
整
備
基
本
計
画
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　
党
委
員
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
に
つ
い
て
、
京
都
府
医

師
会
が
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
の
立

場
か
ら
「
限
度
な
き
自
由
化
を
含
む
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
に
断
固
反
対
」
と
の
ビ
ラ
を

出
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
京
都
市
内
の
出

荷
販
売
用
の
米
は
三
六
％
減
少
し
、
市
発

注
の
物
品
調
達
や
公
共
工
事
な
ど
に
も
大

き
な
影
響
が
で
る
と
指
摘
。
京
都
市
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
」
を
表
明
し
、
地

域
経
済
と
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
党
委
員
は
、
焼
却
灰
溶
融
施
設
は
、
排

水
の
設
計
ミ
ス
で
基
準
の
四
二
倍
も
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
出
し
、
ま
た
、
レ
ン
ガ
に

亀
裂
が
入
る
な
ど
、
連
続
し
て
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
京
都
市
の
巨
大
な
財
政
負
担
に

な
る
と
し
て
、「
欠
陥
商
品
」
は
住
友
重

工
に
返
品
す
べ
き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
焼
却
灰
溶
融
炉
が
な
く
て
も
東

部
山
間
埋
立
地
は
五
〇
年
も
つ
こ
と
を
指

摘
し
、
焼
却
灰
溶
融
施
設
の
稼
働
中
止
を

求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
高
速
道
路
の
未
着
工
三
路

線
に
つ
い
て
、
キ
ッ
パ
リ
と
中
止
す
べ
き

だ
と
求
め
ま
し
た
。

連続する溶融炉のトラブル

決算特別委員会の局別質疑・市長総括質疑から

月 日 事故の内容

1 回目 200₉年
12月23日

耐火レンガの損傷、排水処理設備に不具合
が発生。

2 回目 2010年
2 月 ₆ 日 2 号炉で耐火レンガの損傷を発見。

3 回目 ₄ 月1₄日 基準値の₄2倍ものダイオキシン類検出で試
運転が中止に。

₄ 回目 12月30日 1 号炉、2 号炉の耐火レンガの側面に亀裂。

₅ 回目 2011年
₇ 月20日 2 号炉の減温塔下ダストコンベアが詰まる。

₆ 回目 10月12日 2 号炉の二次燃焼室にダストが堆積し、塊
りが水槽に落下。労働者が負傷。

₇ 回目 11月 1 日 1 号炉で 2 号炉と同様に塊りが落下。
₈ 回目 11月 ₈ 日 塊りが落下し、1 号炉も運転を停止。

ＴＰＰ参加に反対するパレード（11月 ₆ 日）



代表質問
10 月 4 日月定例市会 本会議9 井坂 博文 議員

井坂博文議員は、10月４日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

市
長
の
政
治
姿
勢
た
だ
し
、
要
求
の
実
現
せ
ま
る

「
く
ら
し
・
中
小
企
業
応
援
の
市
政
」へ
の
転
換
を

89

「
原
発
ゼ
ロ
」
に
向
け
、

「
脱
原
発
」
の
立
場
に
立
て

中
小
企
業
を
支
援
し
、

市
財
政
危
機
の
打
開
を

京
都
会
館
の
再
整
備
は

住
民
合
意
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
、福
祉
・
教
育

の
切
り
捨
て
は
や
め
よ

保
育
「
プ
ー
ル
制
」
を
元
に

戻
し
、公
的
保
育
に
責
任
を

　
井
坂
議
員
は
、「
脱
原
発
」
の
立
場
に
立
つ

こ
と
、「
福
井
原
発
の
再
稼
働
は
認
め
な
い
」

と
表
明
す
る
よ
う
追
及
。「
京
都
市
域
に
は
大

き
な
影
響
は
な
い
」
と
の
記
者
会
見
で
の
市
長

発
言
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
自
ら
の
言
葉
で
答
弁

す
る
こ
と
な
く
、
無
責
任
な
態
度
に
終
始
し
ま

し
た
。

　

市
長
総
括
質
疑
で
答
弁
し
た
市
長
は
、「
脱“
原

発
依
存
”を
め
ざ
す
」
と
言
う
も
の
の
、
原
発
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
「
脱
原
発
」
と
は
明
言
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

市
長
総
括
質
疑
で
市
長
は
、公
契
約
条
例
に
つ

い
て
、「
他
都
市
の
事
例
を
検
証
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
三
位
一
体
改
革
の
名
の
も
と

に
押
し
付
け
ら
れ
た
地
方
交
付
税
の
減
額
が
、

京
都
市
の
財
政
困
難
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
。
国
に
対
し
地
方
交
付
税
の
増
額
を

求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
策
定
中
の
「
行
政
経
営
の
大
綱
・
実

　
井
坂
議
員
は
、
生
活
保
護
切
り
捨
て
路
線
の

　
井
坂
議
員
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
反
対
を
表
明
す

施
計
画
」
で
は
、「
高
校
生
奨
学
金
・
約
三
億

円
」、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
・
約
九
億

円
」、「
敬
老
乗
車
証
交
付
事
業
・
三
八
億
円
」

な
ど
、
市
民
生
活
に
密
接
な
事
業
が
点
検
・
分

析
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。「
実

施
計
画
」
策
定
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
一
定
規
模
以
上
の
す
べ
て
の

施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、
他
の
政
令
市
と
の
比

較
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
総
点
検
」
す

る
と
答
弁
。
さ
ら
な
る
痛
み
と
犠
牲
を
市
民
に

押
し
付
け
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
財
政
再
建
の
た
め
に
は
、
税

収
を
増
や
す
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
中
小
企
業

の
担
税
力
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
。

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
創
設
、「
耐

震
改
修
助
成
制
度
」
の
抜
本
的
拡
充
、「
公
契

約
条
例
」
や
「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の

制
定
を
求
め
ま
し
た
。

先
取
り
、
国
保
料
三
年
連
続
値
上
げ
と
正
規
保

険
証
の
取
り
上
げ
、
差
し
押
さ
え
の
増
加
、
教

員
配
置
や
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
使
用
の
学
校
給
食

な
ど
、
教
育
格
差
が
一
層
広
が
っ
て
い
る
実
態

な
ど
を
告
発
。「
福
祉
と
教
育
は
後
退
さ
せ
な

い
」
と
の
市
長
公
約
違
反
を
厳
し
く
追
及
し
ま

し
た
。

　
市
長
は
、
具
体
的
な
指
摘
に
は
答
え
ず
、

「
教
育
条
件
は
大
き
く
前
進
し
た
。
市
民
生
活

を
守
り
、
未
来
の
京
都
の
礎
と
な
る
政
策
を
着

実
に
実
行
し
て
き
た
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
格
差
と
貧
困
を
拡
大
す
る
構
造
改
革

路
線
の
市
政
運
営
で
、
市
職
員
一
四
四
四
人

（
四
年
間
）
を
削
減
し
、
さ
ら
に
、
消
防
職
員

な
ど
の
削
減
計
画
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。「
財

政
が
厳
し
い
」
と
言
う
な
ら
、
総
事
業
費
二
九

〇
〇
億
円
の
高
速
道
路
未
着
工
三
路
線
は
き
っ

ぱ
り
中
止
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
立
看
護
短
大
の
廃
止
強
行
、
三
年

半
で
職
員
逮
捕
者
一
四
人
、
懲
戒
免
職
一
五
人

と
い
う
異
常
な
実
態
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
訴
訟
」
な
ど
、
公
約
違
反
や
司
法
に
よ
る
審

判
を
受
け
止
め
、
総
括
と
謝
罪
を
求
め
ま
し
た

が
、
市
長
は
答
弁
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

る
よ
う
求
め
、
副
市
長
は
「
本
市
の
子
育
て
支

援
施
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
」「
必
要
な

意
見
を
述
べ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
の
現
場
に
負
担
と
混
乱
を
押
し

付
け
る
「
プ
ー
ル
制
」
の
改
悪
を
中
止
し
て
、

補
助
金
を
元
に
戻
し
、
公
的
責
任
を
果
た
す
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
新
プ
ー
ル
制
は
、
円
滑
に
運

営
さ
れ
て
お
り
、
混
乱
も
な
い
」
と
、
現
場
の

実
態
を
見
な
い
答
弁
。
一
方
、
本
市
独
自
の
職

員
配
置
基
準
や
面
積
基
準
の
緩
和
は
行
わ
な
い

よ
う
求
め
た
の
に
対
し
て
は
、「
現
行
基
準
は

緩
和
し
な
い
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
市
民
意
見
を
無
視
し
た
京
都

会
館
の
全
面
建
て
替
え
計
画
を
撤
回
し
、
市
民

や
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
、
改
修
を
基
本
に

し
た
再
整
備
計
画
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
落
ち
着
い
た
岡
崎
を
残
し
て
ほ
し
い

と
の
住
民
の
願
い
に
応
え
、
高
さ
規
制
の
緩
和

な
ど
は
す
べ
き
で
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
「
今
の
高
さ
を
基
本
と
し
、
現
状

を
都
市
計
画
に
位
置
付
け
る
も
の
」「
ホ
テ
ル

な
ど
の
施
設
立
地
は
困
難
。
岡
崎
地
域
の
景
観

破
壊
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。



代表質問
10 月 4 日月定例市会 本会議9 岩橋 ちよみ 議員

岩橋ちよみ議員は、10月４日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

原
発
か
ら
撤
退
し
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
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　市長総括質疑（10/20）で副市長は、「小学校卒業まで対
象を拡充する方向で府と協議している」と答弁しました。

子どもの医療費助成
小学校卒業まで拡充へ

　
岩
橋
議
員
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、

災
害
か
ら
ど
う
市
民
の
命
を
守
る
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
と
指
摘
。
原
発
の
集
中
立
地
地
域
か

ら
六
〇
㎞
と
最
も
近
い
百
万
都
市
は
京
都
だ
け

と
述
べ
、
防
災
対
策
総
点
検
委
員
会
の
「
中
間

報
告
」（
二
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
つ
い
て
、
市
長

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
答
弁
を
避
け
、
副
市
長
は
「
京
都

市
と
若
狭
地
域
で
同
時
に
大
地
震
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
は
少
な
い
と
の
趣
旨
」「
通
常
の
浄
水

で
除
去
・
低
減
で
き
、
本
市
の
浄
水
施
設
で
対

応
が
可
能
」「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
三
カ

所
新
設
さ
れ
る
」
な
ど
と
答
弁
。
岩
橋
議
員
は
、

「
新
た
な
安
全
神
話
を
広
げ
る
も
の
」
と
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

　
岩
橋
議
員
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
い
取
り
法
」
が
成
立
し
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
す
す
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

主
張
。
市
が
行
っ
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
可
能
量
調
査
の
結
果
を
示
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
を
本
格
的
に
促
進
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
民
が
取
り
組
む
共
同
発
電

へ
の
補
助
、
金
融
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
同
し
た

太
陽
光
発
電
へ
の
融
資
制
度
の
導
入
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

拡
大
に
取
り
組
む
」
と
答
弁
。
地
球
環
境
政
策

監
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
、
金
融
機
関
、
メ

ー
カ
ー
と
連
携
し
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

を
前
提
と
し
た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

新
た
な
「
安
全
神
話
」
を

広
げ
る
な

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

本
格
的
促
進
を

国
保
料
を
引
き
下
げ
、

保
険
証
取
り
上
げ
は
や
め
よ

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
岩
橋
議
員
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

　
岩
橋
議
員
は
、
国
保
料
を
三
年
連
続
値
上
げ

し
、
国
保
会
計
は
三
年
連
続
の
黒
字
（
四
〇
億

円
）
と
な
り
、
市
民
の
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
る

と
指
摘
。
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
市
民
の
命
を

守
れ
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
万
世
帯
か
ら
正
規
保
険
証
を
取
り

上
げ
、
差
し
押
さ
え
は
学
資
保
険
も
含
め
一
八

七
九
件
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
国
の
通
知
も
ふ

ま
え
、
資
格
証
明
書
・
短
期
証
の
発
行
、
差
し

押
さ
え
は
や
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
病
院
で
の
負
担
を
軽
く
す
る
限
度

額
認
定
証
は
滞
納
を
理
由
に
制
限
せ
ず
、
す
べ

て
の
被
保
険
者
に
発
行
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
保
険
料
引
き
下
げ
は

で
き
な
い
。
資
格
証
明
書
発
行
や
差
し
押
さ
え

　
岩
橋
議
員
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
「
一
日
も
早
く
通
院
も
小
学
校
卒
業

ま
で
無
料
に
す
べ
き
。
い
つ
実
施
す
る
の
か
」

と
迫
り
ま
し
た
。
保
健
福
祉
局
長
は
、
拡
充
に

向
け
精
力
的
に
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
は
東
映
太
秦
映
画
村
へ
の
観
光

客
も
含
め
一
日
七
〇
〇
〇
人
が
利
用
す
る
駅
で
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

長
年
の
住
民
の
要
求
だ
と
主
張
、
早
急
な
具
体

化
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
利
用
者
が
あ
る

未
整
備
駅
に
つ
い
て
も
、
次
期
構
想
に
も
り
こ

み
、
具
体
的
な
改
善
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
に
つ
い
て
、「
最
優
先

の
順
位
で
早
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

五
〇
〇
〇
人
以
上
の
未
整
備
駅
に
つ
い
て
は
、

検
討
会
議
で
協
議
す
る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
通
知
よ
り

�

（
平
成
20
年
10
月
30
日
）

　「（
資
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
）
機
械
的
な
運

用
を
行
う
こ
と
な
く
、
特
別
の
事
情
の
有
無
の

把
握
を
適
切
に
行
っ
た
上
で
行
う
こ
と
。」

遅れている　
住宅の耐震化

つ
い
て
、
京
都
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画

で
定
め
た
目
標
（
平
成
二
七
年
度
ま
で
に
耐
震

化
九
〇
％
）
に
対
し
、
到
達
は
き
わ
め
て
遅
れ

て
い
る
と
指
摘
。
目
標
達
成
に
向
け
た
決
意
を

求
め
ま
し
た
。

は
や
む
を
得
な
い
」
と
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
ま
た
、
限
度
額
認
定
証
に
つ
い
て
、

世
帯
の
状
況
を
き
め
細
か
に
聞
き
、
適
切
に
判

断
し
て
い
る
と
、
実
態
か
ら
か
け
離
れ
た
答
弁

を
行
い
ま
し
た
。 57.4%

木造住宅

57.1%
市営住宅

57.4%
木造住宅

57.1%
市営住宅

（耐震化率 2011年 ８ 月）



駅 数 可動式
ホーム柵

ホーム
ドア

設置率
（％）

京 都 市 32 0 17 53
札 幌 市 49 19 0 30
仙 台 市 17 0 0 0
東 京 都 106 27 0 25
東京メトロ 179 41 19 34
横 浜 市 42 42 0 100
名古屋市 96 2 0 2
大 阪 市 123 11 0 9
神 戸 市 26 0 0 0
福 岡 市 36 36 36 100

（京都市交通局資料による）

代表質問
10 月 4 日月定例市会 本会議9 北山 ただお 議員

北山ただお議員は、10月４日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

円
高
か
ら
中
小
企
業
を
守
る
独
自
支
援
策
を

焼
却
灰
溶
融
施
設
の
本
格
稼
働
を
や
め
よ
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北
山
議
員
は
、
被
災
地
か
ら
の
避
難
者
が

「
小
学
校
に
慣
れ
て
き
た
の
で
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
」
と
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
市
営
住
宅
入
居
の
一
年
以
上
の
延
長
と
エ

ア
コ
ン
設
置
の
助
成
を
求
め
ま
し
た
。 

市
長

は
「
入
居
者
の
意
向
を
聞
き
、
期
間
延
長
を
検

討
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、
足
元
が
不
自
由
な
た
め
転
落

し
、
光
で
目
が
く
ら
む
な
ど
、
地
下
鉄
駅
の
事

故
が
増
え
て
い
る
と
指
摘
。
全
国
で
転
落
防
止

柵
設
置
が
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
も
早
急
に
実
現
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、
政
府
の
復
興
増
税
案
と
消
費

税
増
税
案
は
、
中
小
零
細
業
者
が
多
い
京
都
市

の
景
気
を
後
退
さ
せ
、
地
域
経
済
を
破
滅
さ
せ

る
と
批
判
し
、
市
長
は
「
消
費
税
反
対
」
を
表

明
す
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
円

　
北
山
議
員
は
、
交
通
困
難
地
域
を
解
消
し
、

地
下
鉄
駅
と
の
連
携
を
は
か
り
、
バ
ス
と
地
下

鉄
の
乗
り
継
ぎ
を
改
善
す
る
な
ど
積
極
的
な
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鏡
山
地
域
や
小
金
塚
、
大
塚
・
小
山
、

山
科
南
西
部
な
ど
の
路
線
の
設
置
、
拡
大
を
求

め
る
要
望
に
応
え
、
バ
ス
路
線
の
設
定
を
早
急

に
具
体
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、「
灰
溶
融
施
設
の
稼
働
で
、

埋
立
地
が
延
命
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
市
民

　
北
山
議
員
は
、
二
月
末
で
休
日
診
療
所
が
廃

止
さ
れ
、
前
年
比
較
で
三
分
の
一
に
ま
で
山
科

区
の
利
用
者
が
減
少
し
た
と
指
摘
。「
山
科
か

ら
二
条
駅
前
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
も
厳

し
い
。
山
科
だ
け
で
も
復
活
し
て
ほ
し
い
と
の

声
は
わ
か
る
」
と
の
医
者
の
声
を
紹
介
し
、
山

科
区
に
休
日
急
病
診
療
所
の
復
活
を
と
求
め
ま

し
た
。

　
理
事
者
は
、「
山
科
地
域
は
周
辺
の
民
間
救

急
告
示
病
院
で
十
分
対
応
で
き
る
」
と
冷
た
い

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
を
民
間
バ
ス
路

線
も
含
め
て
全
市
内
共
通
に
す
る
こ
と
、
均
一

区
間
と
調
整
区
間
を
な
く
し
、
一
日
乗
車
券
や

企
画
乗
車
券
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
市

民
・
利
用
者
の
期
待
に
応
え
る
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
バ
ス
停
の
テ
ン
ト
・
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
、
接
近
表
示
機
の
設
置
を
強
力
に
前
進

さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

被
災
者
の
市
営
住
宅
入
居
延
長
、

エ
ア
コ
ン
設
置
助
成
を

地
下
鉄
烏
丸
線
の
駅
ホ
ー
ム
に

転
落
防
止
柵
設
置
を

山
科
区
の

交
通
の
利
便
性
確
保
を

焼
却
灰
溶
融
施
設
の

本
格
稼
働
の
中
止
を

敬
老
乗
車
証
の
全
市
共
通
化
、

バ
ス
停
留
所
の
改
善
を

山
科
区
休
日
急
病
診
療
所

の
復
活
を

消
費
税
増
税
に
反
対
し
、

円
高
対
策
を

地下鉄烏丸線の転落防止柵の設置を 高
緊
急
融
資
制
度
」
の
設
定
、
市
独
自
の
固
定

費
補
助
制
度
等
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
営
住
宅
入
居
＂
二
年
＂
を
実
現

　
市
長
総
括
質
疑
で
、
市
長
は
「
二
年
に
延

長
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

と
と
も
に
市
が
真
剣
な
減
量
化
に
取
り
組
み
、

事
業
者
に
対
し
て
ご
み
排
出
抑
制
を
強
力
に
指

導
し
て
い
け
ば
、
灰
溶
融
施
設
が
な
く
て
も
延

命
は
は
か
れ

る
と
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、

年
間
一
六
億

円
（
四
年
後

に
は
一
九
億

円
）
も
の
運

営
費
は
税
金

の
ム
ダ
づ
か

い
だ
と
追
及

し
ま
し
た
。

都営地下鉄三田線
御成門駅の可動柵を視察

住民とともに京都市に申し入れ
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く
ら
た
議
員
は
、
二
〇
一
〇
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
第
一
に
財
政
難
を
口
実
に
、
福
祉
の
切

り
捨
て
と
市
民
負
担
増
な
ど
を
す
す
め
た
こ
と
、

第
二
に
、
景
気
の
低
迷
に
苦
し
む
中
小
企
業
、

業
者
へ
の
支
援
、
市
民
生
活
を
底
上
げ
す
る
対

策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
不
要
不

急
の
事
業
を
継
続
さ
せ
、
多
額
の
税
金
の
ム
ダ

遣
い
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
を
行
い
、

資
格
証
明
書
の
発
行
は
過
去
最
高
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
も
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
三
年
間
の

黒
字
分
四
〇
億
円
だ
け
で
も
還
元
す
れ
ば
、
お

よ
そ
一
世
帯
二
万
円
の
引
き
下
げ
が
で
き
る
と

述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
民
間
保
育
園
の
プ
ー
ル
制
改
悪
で

現
場
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
学
校
間
の

格
差
を
当
然
視
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
、

保
健
所
統
合
、
市
立
看
護
短
期
大
学
廃
止
、
休

日
急
病
診
療
所
の
廃
止
・
統
合
な
ど
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
た
年
度
で
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

の
制
定
は
拒
否
し
、伝
統
産
業
や
零
細
業
者
、市

一
般
会
計
決
算
、

国
保
会
計
決
算
は
認
定
せ
ず

公
営
企
業
決
算
に
つ
い
て

民
生
活
を
底
上
げ
す
る
対
策
が
お
ざ
な
り
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
市
内
の
出
荷
販
売
用
の
米
は
三
六
％

減
少
し
、
物
品
調
達
や
建
設
工
事
な
ど
へ
の
影

響
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
、
ハ
ッ
キ
リ
と
参
加

に
反
対
の
意
思
を
示
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
八
〇
億
円
で
建
設
さ
れ
た
焼
却

灰
溶
融
施
設
が
、
四
度
目
の
事
故
を
起
こ
し
て

い
る
こ
と
、
未
着
工
の
市
内
高
速
道
路
三
路
線

の
中
止
を
言
わ
な
い
こ
と
、
梅
小
路
公
園
の
水

族
館
、
京
都
会
館
の
建
て
替
え
な
ど
、
市
民
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
姿
勢
が
な
い

こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、

独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
を
す
す
め
た
と
述
べ
、

公
的
病
院
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
う
え
で

大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
、「
管
理
の

受
委
託
」
の
継
続
で
い
っ
そ
う
民
営
化
に
道
を

開
く
方
向
で
あ
り
、
安
全
第
一
と
す
る
交
通
事

業
者
の
責
務
を
放
棄
す
る
も
の
と
指
摘
。
交
通

困
難
地
域
の
解
消
に
消
極
的
だ
と
し
て
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　
井
上
議
員
は
、「
改
正
案
」
の
中
に
あ
る
原

発
事
故
被
害
者
が
代
替
の
土
地
・
家
屋
・
軽
自

動
車
な
ど
を
取
得
し
た
場
合
の
税
の
減
免
な
ど

に
つ
い
て
は
、
当
然
で
あ
り
賛
成
で
あ
る
と
表

明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
証
券
優
遇
税
制
の
特
例
措
置

は
、
株
式
の
配
当
や
譲
渡
益
に
対
す
る
税
率
軽

減
（
二
〇
％
か
ら
一
〇
％
）
を
更
に
二
年
間
延

長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
京
都
市
は
年

間
約
三
億
七
千
万
円
も
の
減
収
に
な
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　
井
上
議
員
は
、
大
資
産
家
に
は
優
遇
税
制
を

延
長
し
、
そ
の
一
方
で
、
小
規
模
投
資
家
へ
の

非
課
税
措
置
導
入
の
二
年
先
送
り
は
、「
強
き

を
助
け
、
弱
き
を
く
じ
く
」
も
の
だ
と
厳
し
く

批
判
。「
財
政
危
機
」
と
言
い
な
が
ら
、
市
税

が
減
収
と
な
る
「
改
正
案
」
に
対
し
、
国
に
対

す
る
要
望
も
、
自
治
体
の
課
税
自
主
権
の
研
究

や
努
力
も
な
い
ま
ま
の
提
案
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

推
進
条
例
に
は
「
地
方
自
治
の
主
人
公
は
住

民
」
の
立
場
が
な
い
と
し
て
、
日
本
共
産
党
議

員
団
の
修
正
案
の
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
住
民
の
活
動
組
織
を
狭
く
規

定
し
て
い
る
が
、
地
域
の
組
織
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

体
育
振
興
会
、
自
主
防
災
会
、
地
域
の
祭
り
や

見
守
り
隊
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
基
礎
と

す
る
組
織
は
多
種
多
様
に
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

「
功
績
が
あ
る
事
業
者
を
顕
彰
す
る
」
規
定
に

つ
い
て
も
、
本
来
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
様
々
な

立
場
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
こ
そ
活
性
化
す

る
も
の
で
、
特
定
の
人
を
顕
彰
す
べ
き
で
な
い

と
批
判
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
地
域
住
民
の
活
動
に
対
し
行

政
が
果
た
す
役
割
は
、
財
政
支
援
や
条
件
整
備

な
ど
、
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

あ
り
、
拙
速
に
条
例
化
し
て
住
民
活
動
を
し
ば

る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

 

（
修
正
案
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
党
議
員
団
は

条
例
案
に
反
対
し
ま
し
た
。）

市
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
営
業
を
守
る
市
政
運
営
を

二
〇
一
〇
年
度
決
算
に
対
し
、
く
ら
た
共
子
議
員
が
反
対
討
論

大
金
持
ち
優
遇
税
制
の
延
長
は
許
さ
れ
な
い

井
上
け
ん
じ
議
員
が
、「
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
」に
対
し
反
対
討
論

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
」
に
つ
い
て

西
野
さ
ち
子
議
員
が
、
党
議
員
団
の
修
正
案
の
提
案
説
明
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●
行
財
政
局

◦ 

京
都
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦ 

平
成
二
四
年
度「
大
都
市
財
政
の
実
態

に
即
応
す
る
財
源
の
拡
充
に
つ
い
て
の

要
望
」に
つ
い
て

◦
市
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

◦
低
入
札
問
題
に
つ
い
て

●
総
合
企
画
局

◦ 「
は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」実
施

計
画（
骨
子
）に
つ
い
て

◦「
学
校
跡
地
活
用
の
取
組
」に
つ
い
て

●
文
化
市
民
局

◦ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◦ 

左
京
区
役
所
整
備
お
よ
び
伏
見
区
役
所

整
備
に
お
け
る
契
約
変
更
に
つ
い
て

◦ 

文
化
芸
術
都
市
創
生
計
画
の
改
定
に
つ

い
て

◦ 

市
民
が
残
し
た
い
と
思
う
京
都
を
彩
る

建
物
や
庭
園
に
つ
い
て

◦
被
災
者
の
支
援
に
つ
い
て

●
環
境
政
策
局

◦「
環
境
未
来
都
市
」構
想
に
つ
い
て

◦ 

焼
却
灰
溶
融
施
設
の
本
格
稼
働
を
や
め

よ
。

◦ 

ま
ち
美
化
事
務
所
の
机
を
適
切
に
配
置

せ
よ
。

●
保
健
福
祉
局

◦ 

学
童
保
育
所
整
備
で
、
親
の
就
労
、
子

ど
も
の
放
課
後
の
生
活
を
保
障
せ
よ
。

◦
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て

◦ 

市
の
責
任
で
福
祉
施
設
の
耐
震
化
を
急

げ
。

◦ 

認
可
外
保
育
施
設
で
の
不
適
切
な
保
育

に
対
す
る
指
導
を
。

◦
食
品
の
放
射
能
検
査
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会

◦
給
食
食
材
の
放
射
能
検
査
に
つ
い
て

◦ 

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
施
設
整
備

に
つ
い
て

◦
マ
ン
モ
ス
校
の
解
消
を
。

●
都
市
計
画
局

◦ 

放
送
法
等
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦ 

崇
仁
北
部
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
規
定
の
制
定
に
つ
い
て

◦ 

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
物
等
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◦ 

伝
統
的
な
木
造
建
築
物
の
保
存
・
活
用

に
関
す
る
条
例
へ
の
市
民
意
見
募
集
に

つ
い
て

◦ 「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
事

業
」の
登
録
事
務
開
始
に
つ
い
て

◦ 

次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
素
案

に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

◦ 

久
多
地
域
の
交
通
不
便
解
消
を
求
め

る
。

◦ 

民
間
の
コ
ミ
バ
ス
の
取
り
組
み
の
支

援
、
雲
个
畑
地
域
の
交
通
支
援
対
策
を

求
め
る
。

◦ 

四
回
目
の
ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
し
た
焼
却

灰
溶
融
施
設
は
返
品
す
べ
き
。

◦ 「
ら
く
な
ん
進
都
」の
ま
ち
づ
く
り
の
見

直
し
を
求
め
る
。

◦ 

四
条
通
の
二
車
線
化
の
都
市
計
画
決
定

を
急
ぐ
な
。

◦ 

市
内
Ｕ
Ｒ
住
宅
の
耐
震
補
強
を
急
げ
。

●
建
設
局

◦ 

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

◦ 

市
民
公
募
型
緑
化
推
進
事
業
の
公
募
結

果
及
び
実
施
事
業
の
選
定
に
つ
い
て

◦ 

鴨
川
西
ラ
ン
プ
の
敷
地
を
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
に
活
用
せ
よ
と
要
求
。「
検

討
中
」と
答
弁
。

●
上
下
水
道
局

◦ 

西
京
区
に
お
け
る
配
水
管
破
損
に
よ
る

断
水
、
濁
水
の
発
生
に
つ
い
て

◦ 

山
ノ
内
浄
水
場
廃
止
に
伴
う
給
水
区
域

切
替
に
つ
い
て

●
消
防
局

◦
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

●
交
通
局

◦ 

市
バ
ス
接
近
表
示
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

運
用
開
始
に
つ
い
て

◦
回
送
バ
ス
に
つ
い
て

◦ 

コ
ト
チ
カ 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
コ
ト
チ
カ
三
姉
妹
）の
名
前
の
募
集
に

つ
い
て

「
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却

を
求
め
る
意
見
書
」等
に
つ

い
て
の
討
論

「
円
高 

・ 

デ
フ
レ
を
克
服
す
る

経
済
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」

に
対
す
る
賛
成
討
論

　
と
が
し
議
員
は
、
日
本
共
産
党
提
案
の
「
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却

を
求
め
る
意
見
書
」
に
賛
成
し
、
与
党
会
派
共
同
提
案
の
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
転
換
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
に
反
対
す
る
と
表
明
し
、

そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
が
原
発
の
異
常
な
危
険
性
を

も
っ
と
も
深
刻
な
形
で
明
ら
か
に
し
、
完
全
に
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
福
井
県
の
原
発
で
放
射
能
漏
れ
を
と
も
な
う
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
、
琵
琶
湖
汚
染
の
危
険
と
と
も
に
、
市
役
所
ま
で
六
〇
㎞
の
京
都
市

も
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
。
原
子
力
発
電
か
ら
脱
却
す

る
こ
と
を
国
に
強
く
求
め
る
こ
と
な
ど
を
明
記
し
た
意
見
書
を
国
に
提

出
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、
円
高
で
最
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
中
小

零
細
業
者
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
経
済
復
興
と
あ
わ
せ
、
国

に
よ
る
緊
急
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
三
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　
第
一
に
、
国
際
的
な
為
替
の
投
機
取
引
を
規
制
す
る
こ
と
。
第
二
に
、

大
企
業
へ
の
度
重
な
る
減
税
で
「
国
際
競
争
力
を
強
め
る
」
こ
と
は
、

空
洞
化
を
一
層
す
す
め
る
こ
と
。
第
三
に
、
内
需
主
導
に
根
本
的
に
転

換
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
大
企
業

と
中
小
企
業
と
の
対
等
な
取
引
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
と
述
べ
、
早

急
な
円
高
・
デ
フ
レ
対
策
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
大
企
業
の
二
五
七

兆
円
も
の
蓄
積
利
益
を
活
用
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

北山ただお
議員

とがし 豊
議員

経
済
総
務
委
員
会

︵
10
月
24
日
︶

く
ら
し
環
境
委
員
会︵

10
月
24
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
10
月
24
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会︵

10
月
25
日
︶

交
通
水
道
消
防
委
員
会

︵
10
月
25
日
︶

9 月市会で可決された意見書（11件） 「子ども・子育て新システム」の撤回を求める意見書、ＴＰＰに拙速に参加しない
よう求める意見書を、賛成多数で可決しました。（反対は、民主・都みらい）

共産 自民 民主・都みらい 公明 京都 みんな・無
円高・デフレを克服する経済対策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

「子ども・子育て新システム」の撤回を求める意見書 ○ ○ ● ○ ○ ○
受診時定額負担の導入に反対する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
定期接種に関し、早期に国の制度確立を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
京町家の維持・保全に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
年金受給資格期間の短縮を求める意見書 ○ ○ ● ○ ○ ●
環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）への参加に関する意見書 ○ ○ ● ○ ○ ○
エネルギー政策の転換の推進を求める意見書 ● ○ ○ ○ ○ ○
大規模災害時に備えた公立学校教職員派遣制度の創設を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
学校施設の防災機能向上のための新たな制度創設を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
電力多消費型経済からの転換を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ● ●

○賛成
●反対
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九
月
定
例
市
会
を
終
え
て
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
一
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

て
替
え
を
強
行
す
る
姿
勢
を
重
ね
て
示
し
ま
し
た
。

　 

　
さ
ら
に
、
昨
年
一
二
月
に
策
定
さ
れ
た
「
は
ば
た
け
未
来
へ
！

京
プ
ラ
ン
」（
京
都
市
基
本
計
画
）
を
具
体
化
す
る
来
年
度
か
ら

四
年
間
の
実
施
計
画
の
骨
子
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
財
政

有
識
者
会
議
の
提
言
を
具
体
化
す
る
も
の
で
、
さ
ら
に
行
革
・
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一 

、
市
民
に
は
負
担
増
を
押
し
付
け
な
が
ら
、
ム
ダ
遣
い
に
は
執
着

す
る
姿
勢
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
完
成
予
定
か
ら
一
年
半
が

経
過
し
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
は
、
一
〇
月
に
は
四
度
目
の
ト
ラ
ブ

ル
で
、
作
業
員
の
負
傷
事
故
が
発
生
、
試
運
転
さ
え
中
止
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
稼
働
す
れ
ば
建
設
費
一
八
〇
億

円
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
一
〇
年
間
で
三
六
〇
億
円
、
二
〇
年
間
で

五
六
〇
億
円
の
経
費
が
か
か
る
こ
と
を
示
し
、
返
品
と
稼
働
中
止

を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
必
要
な
施
設
だ
」
と
本
格
稼
働
に

固
執
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
は
高
速
道
路
未
着
工
の
三
路
線
に

つ
い
て
、「
必
要
性
も
含
め
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
」
と
建
設

の
可
能
性
を
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

一 

、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
、

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
に
関
す
る

意
見
書
、
年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
を
求
め
る
意
見
書
に
は
、

民
主
・
都
み
ら
い
が
反
対
し
ま
し
た
が
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
、
定
期
接
種
に
関

し
早
期
に
国
の
制
度
確
立
を
求
め
る
意
見
書
、
円
高
・
デ
フ
レ
を

克
服
す
る
経
済
対
策
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。
党
議
員
団
が
提
出
し
た
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
を

求
め
る
意
見
書
を
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
党
、

み
ん
な
の
党
・
無
所
属
の
会
が
反
対
し
否
決
し
ま
し
た
。

一 

、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
か
ら
七
个
月
を
経
過
し
て
い
る
の
に
、

い
ま
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
放
射
能
の
除
染
作
業
も
手
付

か
ず
の
と
こ
ろ
が
広
範
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
万
人
も
の
被
災

者
が
ふ
る
さ
と
に
戻
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
被

災
者
の
生
業
の
再
建
の
見
通
し
も
見
え
ま
せ
ん
。
民
主
党
野
田
政

権
は
復
興
を
口
実
に
庶
民
に
は
増
税
、
大
企
業
に
は
減
税
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
で
消

費
税
の
増
税
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
協
議
参

加
、
沖
縄
の
基
地
移
転
問
題
で
の
日
米
合
意
の
促
進
な
ど
、
国
民

の
期
待
を
裏
切
り
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
財
界
言
い
な
り
を
加

速
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
中
、
全
漁
連
、
日

本
医
師
会
な
ど
と
日
本
共
産
党
の
提
案
が
要
求
で
一
致
す
る
新
し

い
変
化
と
共
同
が
広
範
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一 

、
市
長
選
挙
が
三
个
月
後
に
迫
っ
た
今
議
会
中
に
、
現
市
長
に
対

し
各
種
団
体
か
ら
の
出
馬
要
請
が
あ
り
、
正
式
な
出
馬
表
明
を

一
二
月
に
も
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
市
長

与
党
の
各
会
派
は
、
出
馬
要
請
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
市
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に「
及
第
点
」を
つ
け
、市
長
を
持
ち
上
げ
ま
し
た
。

　 

　
市
民
の
く
ら
し
と
中
小
企
業
の
営
業
を
守
る
市
政
へ
の
転
換
は

待
っ
た
な
し
で
す
。
一
〇
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民
大
集
会

で
弁
護
士
の
中
村
和
雄
氏
が
市
政
刷
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
市
政
転
換
へ
、全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。

一 

、
本
日
、
九
月
定
例
市
会
は
、
市
長
提
案
の
四
二
議
案
を
可
決
し

閉
会
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
一
六

議
案
に
賛
成
し
、
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算

な
ど
一
五
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
に
七
億
円
の
単
年

度
黒
字
と
な
っ
た
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
に
依
存
し
、
借
金
を
増
や
し
な
が
ら
、「
財
源
不
足
」
を
口
実

に
市
民
に
は
痛
み
を
お
し
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
認
定
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
保
険
料
を
値
上
げ
し
た
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
、
管
理
の
受
委
託
を
継
続
し
た
自
動
車
運
送
業
特
別
会
計

決
算
な
ど
八
議
案
は
認
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
民
、
民
主
・
都

み
ら
い
、
公
明
、
京
都
党
、
み
ん
な
の
党
・
無
所
属
の
会
は
決
算

議
案
全
て
を
認
定
し
ま
し
た
。

　 

　
党
議
員
団
は
、
地
域
住
民
の
自
治
活
動
に
義
務
を
課
す
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
に
対
し
、
修
正
案
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
党
、
み
ん
な
の

党
・
無
所
属
が
否
決
し
た
た
め
、
原
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
証
券

優
遇
税
制
を
延
長
す
る
市
税
条
例
の
改
正
な
ど
三
議
案
に
反
対
し

ま
し
た
。

一 

、
今
議
会
で
は
市
民
の
切
実
な
要
求
と
粘
り
強
い
運
動
、
党
議
員

団
と
の
論
戦
が
、
前
向
き
な
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
繰
り
返

し
拡
充
を
求
め
て
き
た
子
ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
に
つ
い
て
、

通
院
対
象
を
「
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
方
向
で
府
と
協
議
し

て
い
る
」「
早
く
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
主
権
一
括
法
に
よ
り
京
都
市
が
定
め
る
保
育
所

基
準
に
つ
い
て
、「
プ
ー
ル
制
の
現
行
保
育
所
の
職
員
配
置
基
準

を
堅
持
す
る
。
面
積
基
準
の
緩
和
は
行
わ
な
い
」
と
表
明
し
た
こ

と
は
、
こ
の
間
の
運
動
の
成
果
で
す
。
こ
れ
ま
で
か
た
く
な
に
拒

否
し
て
き
た
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
も
、
他
都
市
の
事
例

を
検
証
し
な
が
ら
「
研
究
し
て
い
き
た
い
」
と
初
め
て
答
弁
し
ま

し
た
。
ま
た
、
被
災
者
の
市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
期
間
を
二
年
間

に
延
長
す
る
と
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
烏
丸
線
京
都
駅
の
転
落
防
止

柵
に
つ
い
て「
設
置
に
向
け
て
検
討
を
指
示
」と
、一
歩
前
進
で
す
。

一 

、
全
国
的
に
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
運
動
が
広
が
る
中
で
開
催
さ
れ

た
今
議
会
で
は
、
原
発
に
対
す
る
市
長
の
姿
勢
が
焦
点
と
な
り
ま

し
た
。
五
月
議
会
に
続
き
、
本
会
議
で
答
弁
を
し
な
か
っ
た
市
長

は
、
総
括
質
疑
で
「
脱
原
発
依
存
社
会
を
目
指
す
」
と
し
ま
し
た

が
、原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
「
脱
原
発
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

再
稼
動
に
つ
い
て
は
「
国
が
判
断
さ
れ
る
も
の
。
意
見
を
言
う
べ

き
立
場
に
は
な
い
」
と
無
責
任
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　 

　
ま
た
、
新
た
な
原
発
安
全
神
話
を
も
た
ら
す
防
災
対
策
総
点
検

委
員
会
の
「
中
間
報
告
」
に
つ
い
て
も
問
題
点
を
指
摘
し
、
原
子

力
防
災
の
専
門
家
と
し
て
、
特
別
専
門
委
員
に
関
電
の
関
係
者
が

い
る
こ
と
を
暴
露
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
府
の
防
災
会
議
の
専

門
委
員
か
ら
選
任
し
た
」
と
し
て
「
公
正
に
発
言
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

一 

、
市
民
生
活
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
繰
り
返
し
値
上
げ
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
料
に
、
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
三
年
連
続
の
黒

字
分
は
四
〇
億
円
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
値
下
げ
を
拒

否
し
ま
し
た
。
し
か
も
「
二
〇
年
間
で
医
療
費
は
二
倍
に
な
っ
て

お
り
、
保
険
料
も
二
倍
に
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
一
二
％
し
か
あ
げ

て
い
な
い
」
と
、
市
民
の
く
ら
し
を
顧
み
な
い
と
ん
で
も
な
い
認

識
を
示
し
ま
し
た
。
民
間
保
育
所
「
新
プ
ー
ル
制
」
で
広
が
る
現

場
の
混
乱
を
示
さ
れ
て
も
「
税
金
を
効
率
的
に
ど
う
使
う
か
」
だ

と
見
直
す
姿
勢
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
の
予
算
特
別
委
員

会
で
、
副
市
長
は
「
教
育
委
員
会
に
も
、
毎
年
一
〇
億
円
の
削
減

を
お
願
い
し
て
い
る
」
と
認
め
ま
し
た
が
、
市
長
は
「
誤
解
が
あ

る
。
学
校
運
営
費
は
確
保
し
て
き
た
」
と
強
弁
し
、
少
人
数
学
級

の
拡
充
は
拒
否
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
や
専
門
家
か
ら
反
対
意

見
が
相
次
い
で
い
る
、
岡
崎
地
域
の
規
制
緩
和
と
京
都
会
館
の
建

声 明

新着情報（見解・声明など）New

［声　　明］ 門川市長の原発に対する見識を問う
　 （11年 ₇ 月 1 日)

［見　　解］  門川市政の継続は認められない～自治体に求め
られている役割と現市政の ₃ 年間～

 （11年 ₇ 月 1 日）
［申し入れ］ 緊急に熱中症対策を求める （11年 ₇ 月 ８ 日)
［声　　明］ 議長の辞任にあたって （11年 ₇ 月1₅日)
［第２次申し入れ］
  すみやかな原発防災対策の検討と具体化を求め

る （11年 ₇ 月1₅日)
［声　　明］  ８ 月臨時市会を終えて （11年 ８ 月 2 日)
［団長談話］ 五山の送り火をめぐる市長の対応について
 （11年 ８ 月12日)

［申し入れ］ 原子力発電所事故等に関する対応について
 （11年 ₉ 月 ₅ 日)

［見　　解］ 2011年度版京都市政報告書に関して
 （11年 ₉ 月12日)

［申し入れ］ 車の利用自粛を求める署名について
 （11年 ₉ 月1₆日)

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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　10月の市会で、原発ゼロ問題で市長を質しました。
市長は「中長期的に原発に依存しない社会」を繰り返
しています。そこで、停止中の原発再稼働をどう考え
るかと聞くと「国の考えること」、中長期とはどれく
らいかと聞くと「科学的知見を持ち合わせていない」
と無責任な態度に終始。市長の原発温存の立場が明確
になりました。
　大都市の中で原発に最も近い100万都市・京都市に
は、原発からの撤退を目指す市長が必要です。

　本会議代表質問と決算委員会市長総括質疑で門川市
長と対峙。本会議で市長が答弁を避けた、「脱原発」
への姿勢、選挙公約と市政運営の総括を総括質疑で追
及。原発問題で答弁に窮した市長は「ビラに書くのか
もしれないが…」と突然の激高。公約に反する市政運
営との指摘には開き直り。公契約条例の制定を求めた
質問には、初めて「研究、検討する」と答弁。一歩前
進するも「やる」とは言わない。制定めざして、さら
にがんばります。

　「国の職員配置基準では子どもの命は守れない」と
いう被災地の保育士さんの話が忘れられません。京都
市は国を上回る保育所基準を維持する方向。「よし！」、
さらに充実させなければと思います。子どもの命を守
る施策＝子どもの医療費支給制度は、通院も「小学校
卒業まで対象拡大の方向」と副市長が答弁。無料化拡
充！となるよう皆さんと頑張ります。事故が相次いだ
洛西地域の水道管は２ヵ年で更新の方向です。いのち
守れ！の声をあげ、さらに前進させましょう。

　４回目の事故が発覚したこの施設、試運転再開の見
通しさえ示せません。工事の完成予定からすでに１年
半が経過しています。「工期の遅れは相当の期間にな
っている」こと、「この責任は住友重工にある」と認
めた京都市。工事契約では「乙（住友重工）の責に帰
すべき理由により工期内または工期経過後相当の期間
内に工事を完成する見込みがないと認められるとき」
は契約を解除できると規定しています。欠陥商品は返
品するのが常識です。

　今議会、私は議会運営委員として会派間での意見書の
すりあわせ等にもがんばりました。うれしかったのは、

“国民の生活が第一”との看板を投げ捨てている政権の
路線に対し、待ったをかけるいくつかの意見書をあげら
れたことです。年金者組合のみなさんがとりくまれてい
る『年金受給資格の短縮を求める意見書』もあげること
が出来ましたし、昨年11月議会に続き２度目となる『子
ども・子育て新システムの撤回を求める意見書』もあが
りました。いよいよ市長選挙です。今度は、市長を変え
て新しい政治の流れを京都から広げましょう。

　「財政危機」を口実に市民にガマンを押し付けるの
は許せない。その前に、「危機」克服への真剣な努力
を、と求めました。国の悪政のため市の税収が減って
いるのに、「国も大変だ」と弁護し、溶融炉などムダ
遣い。これらについて追及。私からも、市民の担税力
涵養に向け、くらしと経済の底上げ、中小企業振興基
本条例などを提案しましたが、答弁は今一歩。
　公契約条例や子どもの医療費助成、保育所最低基準
等での前向き答弁は世論と運動の反映だと思います。

　今議会、本会議代表質問で、原発、国民健康保険、
子どもの医療費助成制度の拡充、ＪＲ太秦駅のバリ
アフリー化をとりあげました。「脱原発」の立場にた
たず、国保料の値下げも拒否する市長。市民のいのち
に冷たい姿勢がハッキリ。しかし、うれしい前進も…。
子どもの医療費助成制度は「小学校卒業まで早期に取
り組む」、「ＪＲ太秦駅のバリアフリー化について最優
先の順位で早期に取り組む」と答弁。市民の声や運動
が市政を動かす！確信です。

「原発ゼロ」の京都を

市政刷新の
決意あらたに

いのち守る施策
前進へ！

焼却灰溶融施設は
返品せよ

国民生活なげすて政権に待った！
新しい政治を京都から

「財政危機」論は
市民へのしわ寄せの布石

ＪＲ太秦駅の
バリアフリー化最優先で…

団長　山中　 渡

副団長　井坂 博文河合 ようこ 副団長・幹事長　倉林 明子加藤 あい

井上 けんじ岩橋 ちよみ 下京区

北　区西京区 中京区左京区

南　区右京区 15人の
 市会議員
 から一言

15人の市会議員から一言
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　観光、文化・芸術、環境、健康と、京都市は今、最
先端技術だ、世界水準だと拠点づくりに躍起だ。しか
し、私と京都市の議論はかみ合わない。「近所で、身
近に、生活の中での環境づくり」が大事なのに、実際
は、集中投資やモデル事業など、国の「新成長戦略」
だ。利益を得るのは一部の誰かで幅広い市民ではない。
経済もエネルギーも命に関る緊急課題なのに、中身が
ゆがんでいる…本当に悲しい。かみ合わないなら、相
応しいリーダーへと変えるまで。

　会期中に２児の父となりました。放射能汚染の危険
と放射性廃棄物の管理という「ツケ払い」を将来世代
に押し付ける原発からの脱却へさらに力が入ります。
福島では、県議会が県内全原発の廃炉を決議。一方の
京都市議会は、わが党提案の「原発からの脱却を求め
る意見書｣ が否決に。原発を推進してきた自民・民
主・公明に加え、京都党などが反対にまわったためで
す。原発に固執する勢力はしぶとい。2月の市長選へ
全力でがんばります。

　宝ヶ池公園・子どもの楽園の一部に産業廃棄物が埋
められています。その上に、わずか10cm覆土しただ
けで放置しているため、現在、土がはげた場所からは
ガラス片・茶碗のかけら・焦げたビニールなどが無
数に表出しています。「こんな危険な状況を放置する
な」と議会で追及しても、京都市は「適切に処理して
いる」の一点張りです。確かに産廃を取り除くには多
額の予算が必要でしょう。しかし、子どもの安全こそ
最優先にすべき課題です。

　現場の実態調査と声を聞くことの重要性をひしひし
と感じる議会でした。介護の分野では、地域包括支援
センターの赤字問題を取り上げ、人員体制を含めた体
制強化を行うとの答弁を引き出すことができました。
保育についても、ポイント制がうまくいっているとい
う説明に対して、現場の混乱の声を紹介することがで
き、現場の実態を理解していない！と厳しく追及する
ことができました。これからも、しっかりと皆さんの
声を聞き頑張ります！

　市長総括質疑では、市長は「脱原発の決断」を詰め
寄られて、議員の発言中に議長の指名なしで不規則発
言をするという前代未聞の失態を引き起こしました。
　また、これまで何回もトラブルを起こしている焼却
灰溶融炉が、またまたトラブルを起こし、人身事故ま
で起こっています。試運転も、いつになれば再開でき
るのかのメドも立っていません。不良品として返品す
べきです。

　10月４日、本会議で代表質問を行いました。被災
者の市営住宅入居期間を延長するよう求め、「２年間
に延長」が表明されました。地下鉄烏丸線のホーム転
落防止柵の設置を求めての質疑を行い、設置に向け
た検討を約束させました。子どもの医療費助成制度の
拡充や公契約条例の検討など、住民の声が大きく前進。
山科で鏡山や小金塚、大塚、勧修寺などのバス路線拡
大を求め、便利なまちづくりに全力を挙げています。

　私もこれまで求めてきた、京北病院の常勤医師の更
なる確保と、ＪＲ太秦駅のエレベーター設置が前進し
そうです。京北病院は救急医療指定病院ですが、整形
外科医師が不在で救急医療に充分応えていません。京
北病院は、農林業従事者の傷病と交通事故の対応にな
くてはならない存在です。ＪＲ太秦駅は観光客など利
用者が増える傾向です。早期のエレベーター設置をさ
らに求めていきます。ＴＰＰの問題で質疑して、市内
農業と地域経済の対策を求めました。

　地元のお母さんたちが、すすんでプールなどの放射
線量の測定に取り組まれました。子どもの健康を守る
ために居ても立ってもいられない切実な思いが胸を打
ちます。被災地の除染は緒についたばかりです。国は、
東京電力の責任追及と国民の命・くらしを守る対策を
打ち、政治の責任を果たさなければなりません。京都
市から声を上げ、政治を変えましょう。市政刷新のた
め全力で頑張ります。

ほんとうの
国際文化観光都市へ

２児の父として
「脱原発」へ全力

子どもの安全こそ
最優先の課題

現場の切実な
ご要望と声が力に！

「脱原発」と
言えない市長 代表質問に大きな成果９月議会を終えて 市政刷新を目指して

宮田 えりこ とがし　豊ひぐち 英明 玉本 なるみ

西野 さち子 北山 ただお西村 よしみ くらた 共子

山科区 左京区左京区 北　区

伏見区 山科区右京区 上京区

15人の市会議員から一言
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事務局から

北
　
　
区
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区
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京 

区

山 

科 

区
左 

京 

区

井坂 博文
☎（411）8693

くらた共子
☎（464）3957

岩橋ちよみ
☎（872）9202

北山ただお
☎（501）6197

加藤 あい
☎（712）0104

中 

京 

区
玉本なるみ
☎（723）3689

倉林 明子
☎（463）3645

西村よしみ
☎（864）2009

宮田えりこ
☎（502）1760

ひぐち英明
☎（712）6493

下 

京 

区

南
　
　
区

伏 

見 

区

西 

京 

区
山中　 渡
☎（361）3433

井上けんじ
☎（691）3323

西野さち子
☎（571）5731

河合ようこ
☎（392）0820

とがし 豊
☎（771）7847

　
九
月
市
会
で
は
、
原
発

問
題
へ
の
対
応
が
大
き
な

焦
点
の
一
つ
に
。
市
長
の

認
識
は
野
田
総
理
と
同
様

で
、「
中
長
期
的
に
は
原

発
ゼ
ロ
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
程
度
の
も
の
に
す

ぎ
な
い
。「
原
発
を
ゼ
ロ

に
す
る
」
と
い
う
「
脱
原

発
」
の
立
場
は
、
最
後
ま

で
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
停
止
中
の
若
狭
湾
の
原

発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、

「
国
が
判
断
す
る
こ
と
」

と
し
て
、一
言
も
「
反
対
」

と
言
わ
な
い
と
こ
ろ
に
市

長
の
本
音
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
代
表
質
問
で
の
原
発
問

題
の
質
問
に
対
し
、
自
ら

答
弁
し
な
か
っ
た
無
責
任

な
態
度
と
あ
わ
せ
、
し
っ

か
り
記
憶
に
留
め
て
お
き

た
い
。
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吉
田
源
一
）


